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（2）余暇センターの表象





万のヴァカンスセンター centre de vacances と 3 万 3000 の余暇センター centre de 
loisirsにあわせて400万人の子どもが受け入れられている 16。これら二つの施設は、「社
会活動家族法典 code de l’action sociale et des familles」では、「教育的性格を有する




















要だからです。私の仕事は 18 時に終わるので、仕方ありません。夫は 15 時に仕事が
終わりますが、そこから学校に行く時間を考えると、学校が終わったときに子どもを
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ていない。確かに、夏休みに余暇センターに子どもを預けるには、午前 8 時 20 分か
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際 2000 年頃にはフランス人全体では 6 割が、19 歳以下では 7 割がバカンスに出かけ、
2011 年、「5 歳から 19 歳までの子どもの 75％が少なくとも年に 1 回、4 泊以上の滞在
を経験している」21。また、「月収が 2000 ユーロを下回る世帯の子どものうち、少な
くとも１回両親とバカンスに出かけた子どもの割合は 2004 年から 2011 年に 15 ポイ
ント上昇している」22。モンフォートはこうした家族で過ごすバカンス形態が一般化
していることを、親のバカンスに出かける割合が安定していることの「ポジティブな




















年にバカンスに出かけた 11 歳から 13 歳の子どもの 3 分の 2、14 歳から 16 歳の子ど
もの 60％、17 歳から 19 歳の子どもの半数以上」にのぼる 26。こうした家庭でのいわ
ば「近しいもの同士だけのバカンス」は 1980 年代ころからの傾向ではあるが、今日
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miser sur la tête de ses enfants」ことは良くないこと、子どもの将来は子どもが自
分で決めることだと考えている（ドゥニさん、ロワイヤルさん）。しかしそれが将来
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　本稿は JSPS 科研費 25870878 ならびに 2015 年度南山大学パッヘ奨励金 1-A-2 の助
成を受けた研究にもとづく成果の一部である。
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